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第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
株
式
等
の
取
得
及
び
保
有
）

第
十
五
条
の
二

機
構
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
の
五
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
又
は
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
保
有
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

国
立
研
究
開
発
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
十
六
条
」
を
「

第
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
株
式
等
の
取
得
及
び
保
有
）

第
十
五
条
の
二

研
究
所
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律

第
六
十
三
号
）
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
又
は
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
保
有

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
十
七
条
」
を
「

第
十
七
条
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
十

四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ

と
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
株
式
等
の
取
得
及
び
保
有
）

第
十
六
条
の
二

機
構
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
の
五
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
又
は
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
保
有
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
十

四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ

と
。

第
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
株
式
等
の
取
得
及
び
保
有
）

第
十
八
条
の
二

機
構
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
の
五
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
又
は
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
保
有
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
基
金
の
設
置
等
）

第
十
八
条
の
三

機
構
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
通
則
法
第
三
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
中
長
期
目
標
に
お
い

て
第
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十

七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
公
募
型
研
究
開
発
業
務
と
し
て
行
う
も
の
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に

は
、
同
項
に
規
定
す
る
基
金
（
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
基
金
」
と
い
う
。）を
設
け
、
次
項
の
規
定
に

よ
り
交
付
を
受
け
た
補
助
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。

２

政
府
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
機
構
に
対
し
、
基
金
に
充
て
る
資
金
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

機
構
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
を
設
け
た
場
合
に
は
、
当
該
基
金
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
特

別
の
勘
定
を
設
け
て
経
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則
第
五
条
の
二
の
見
出
し
を「（
革
新
的
新
技
術
研
究
開
発
基
金
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
単
に
「
基
金
」

を「「
革
新
的
新
技
術
研
究
開
発
基
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
基
金
」
を
「
革
新
的

新
技
術
研
究
開
発
基
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
三
第
一
項
及
び
附
則
第
五
条
の
七
中
「
基
金
」
を
「
革
新
的
新
技
術
研
究
開
発
基
金
」に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
株
式
等
の
取
得
及
び
保
有
）

第
十
五
条
の
二

振
興
会
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律

第
六
十
三
号
）
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
又
は
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
保
有

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
十
九
条
に
」
を
「
第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
金
に
係
る
業
務
及
び
第
十
九

条
第
一
項
に
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
基
金
の
設
置
等
）

第
十
八
条
の
二

振
興
会
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
通
則
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
に
お
い
て
第

十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
術
研
究
助
成
業
務
を
除
く
。）の
う
ち
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
公
募
型
研
究

開
発
業
務
と
し
て
行
う
も
の
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
基
金
（
次
項
及
び
次
条
第

二
項
に
お
い
て
「
基
金
」
と
い
う
。）を
設
け
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
補
助
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充

て
る
も
の
と
す
る
。

２

政
府
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
振
興
会
に
対
し
、
基
金
に
充
て
る
資
金
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

振
興
会
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
を
設
け
た
場
合
に
は
、
当
該
基
金
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
は
、

特
別
の
勘
定
を
設
け
て
経
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
十

四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ

と
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
株
式
等
の
取
得
及
び
保
有
）

第
十
六
条
の
二

研
究
所
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
の
五
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
又
は
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
保
有
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
株
式
等
の
取
得
及
び
保
有
）

第
十
八
条
の
二

機
構
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第

六
十
三
号
）
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
又
は
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
保
有
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
第
二
項
中
「
前
条
第
二
号
」
を
「
第
十
八
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。
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